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(54)【発明の名称】 手術システム

(57)【要約】
【課題】  手術を行う患者のデータを画面に表示して手
術前の準備を容易に行える手術システムを提供する。
【解決手段】  手術等で患者の患部等を撮像した内視鏡
画像等の画像データは通信サーバ１６の記憶装置１７に
患者の識別情報と関連付けてデータベース化され、手術
を行う際には患者に取り付けたバーコードバンドのバー
コードをバーコードリーダで読み取ることによりその患
者を識別し、その識別情報を利用してデータベースから
関連する画像データを検索し、表示装置にて表示するこ
とにより、手術を行う際の準備を容易に行えるようにし
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像を取得可能な医療検査機器より入力
された画像データを記録する記録手段と、
患者の処置部を撮像した撮像手段が出力する内視鏡画像
を表示する表示手段と、
前記患者を識別する識別手段と、
前記識別手段の識別結果に基づき、前記記録手段に記憶
された前記患者の関連画像データを読み出し、前記表示
手段に出力する制御手段と、
を具備することを特徴とする手術システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡観察下等で手
術を行う手術システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】複数の手術用の機器とこれらの手術機器
を一括制御するシステムコントローラとを備えた手術シ
ステムの一つとして内視鏡手術システムがある。一般的
な内視鏡手術システムは、観察を行うための内視鏡、こ
の内視鏡に接続されたカメラヘッド、前記内視鏡を通し
て観察部位へ照明光を供給する光源装置、前記カメラヘ
ッドで撮影した画像信号を処理する内視鏡カメラ装置、
この内視鏡カメラ装置で処理された観察部位の被写体像
を表示するモニタ、腹腔内を拡張させるための気腹装
置、手技を行うための手術装置であり生体組織を切除す
るあるいは凝固する高周波焼灼装置等複数の医療機器で
構成されている。これらの手術システムは主に外科医が
操作し、使用するものである。
【０００３】特開平１１－３１８８２３号公報におい
て、外部通信機器からの信号を入力する手段と、入力さ
れた信号に基づき医療情報としてモニタ上に表示する表
示手段とを有し、内視鏡画像とともに手術室以外の場所
からの医療情報を表示することが可能な医療システムが
開示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上で説明した従来のシ
ステムでは、モニタ上に表示する外部からの医療データ
として、手術する患者に関する画像情報といったデータ
はその患者に対応して準備する必要があり、それらをセ
ッティングするのに時間がかかってしまうという問題が
あった。
【０００５】さらに、準備した患者データと、実際手術
を行う患者が同一であることを確認する手段がないた
め、人手に頼る必要があり、確実に同一であることを確
認するには、時間をかけて行う必要があった。
【０００６】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、手術を行う患者に対応して、該当す
る患者のデータを必要に応じて画面に表示を行うことに
より、手術前の準備を容易に行える手術システムを提供
することを目的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】画像を取得可能な医療検
査機器より入力された画像データを記録する記録手段
と、患者の処置部を撮像した撮像手段が出力する内視鏡
画像を表示する表示手段と、前記患者を識別する識別手
段と、前記識別手段の識別結果に基づき、前記記録手段
に記憶された前記患者の関連画像データを読み出し、前
記表示手段に出力する制御手段と、を具備することによ
り、患者を識別した識別結果の情報によりその患者に関
連する画像データ等を表示手段に表示でき、手術前等の
準備を容易に行うことができるようにしている。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の手術シス
テムの構成を示し、図２は内視鏡手術システムの構成を
示し、図３は手術の際に患者に取り付けるバーコードバ
ンドを示し、図４は集中表示パネルでの表示例を示す。
【０００９】図１に示すように、本実施の形態の手術シ
ステム１は、手術室２、３にそれぞれ配置されている内
視鏡外科手術で用いられる内視鏡手術システム４、５、
及びそれらに含まれる通信コントローラ６、７、Ｘ線検
査室８に設置されている検査装置９、ＣＴ検査室１１に
設置されている検査装置１２、病理検査室１３に設置さ
れている検査装置１４、医局１５に配置されている通信
サーバ１６、通信サーバ１６に接続されており、データ
ベースを形成する記憶装置１７とからなる。
【００１０】また、通信コントローラ６、７、及び検査
装置９、１２、１４は通信回線１８を介して、通信サー
バ１６と接続されている。この通信回線１８はＴＣＰ／
ＩＰプロトコルによるＬＡＮにより構成されているが、
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ等、他の汎用または専用プロトコルに
よるものでも実施可能である。
【００１１】Ｘ線検査室８のＸ線検査装置９は患者のＸ
線画像を撮影すると共に、撮像した画像データを通信回
線１８を介して、医局１５の通信サーバ１６に転送し、
患者を識別する数字などの識別符号と共に関連付けて記
憶装置１７に記録する。また、ＣＴ検査室１１における
ＣＴ検査装置１２が撮影した画像データも識別符号と関
連付けて記憶装置１７に同様に記録する。
【００１２】従って、記憶装置１７により形成されたデ
ータベースに対して、患者の識別符号（識別情報）によ
り、その識別符号に関連（リンク）する画像データを簡
単に検索し、検索結果を後述する表示装置３０Ａ等に表
示させることができる。また、上述の内視鏡手術システ
ム４及び５、検査装置９、１２、１４には図示しないマ
イク及びスピーカによって、各々の間での音声による会
話も可能である。
【００１３】次に、図２を参照して手術室２に配置され
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ている内視鏡手術システム４の構成を説明する。なお、
手術室３に配置されている内視鏡手術システム７も同様
の構成であるため、その説明は省略する。
【００１４】図２に示すように（手術室２内に）患者２
０が横たわる患者ベッド２１及び内視鏡手術システム４
が配置されている。この内視鏡手術システム４は、第１
カート２２及び第２カート２３を有し、前記第１カート
２２には医療機器として例えば電気メス２４、気腹装置
２５、内視鏡用カメラ装置２６Ａ、光源装置２７Ａ、Ｖ
ＴＲ２８などの装置、及び、二酸化炭素などのガスボン
ベ２９、内視鏡画像などを表示する例えばＴＶモニタで
構成される表示装置３０Ａ、術中のあらゆるデータを選
択的に表示させることが可能な集中表示パネル３１Ａ、
例えば液晶ディスプレイなどの表示部及びこの表示部の
上に一体的に設けられた例えばタッチセンサにより構成
され、非滅菌域にいる看護婦等が操作する集中操作装置
となる操作パネル３２が載置されている。
【００１５】前記電気メス２４、気腹装置２５、内視鏡
用カメラ装置２６Ａ、光源装置２７Ａ、ＶＴＲ２８はカ
ート２２に載置されたシステム全体の制御を行う集中制
御手段であるシステムコントローラ３３に図示しない通
信線を介して接続されている。また、このシステムコン
トローラ３３には通信コントローラ６が内蔵され、通信
ケーブル３４を介して、通信回線１８に接続されてい
る。
【００１６】また、前記光源装置２７Ａは照明光を伝送
するライトガイドケーブル３４Ａを介して第１の内視鏡
３５Ａに接続され、光源装置２７Ａの照明光を第１の内
視鏡３５Ａ（のライトガイド）に供給し、この第１の内
視鏡３５Ａの挿入部が刺入された患者２０腹部内の患部
等を照明する。
【００１７】この第１の内視鏡３５Ａの接眼部には撮像
素子を備えたカメラヘッド３６Ａが装着され、第１の内
視鏡３５Ａの観察光学系による患部等の光学像をカメラ
ヘッド３６Ａ内の撮像素子で撮像し、カメラケーブル３
７Ａを介してＴＶカメラ装置２６Ａに伝送し、ＴＶカメ
ラ装置２６Ａ内の信号処理回路で信号処理して、映像信
号を生成し表示装置３０Ａに出力して患部等の内視鏡画
像を表示できるようにしている。
【００１８】一方、前記第２カート２３には内視鏡用カ
メラ装置２６Ｂ、光源装置２７Ｂ及び画像処理装置３９
などの装置及び前記内視鏡用カメラ装置２６Ｂでとらえ
た内視鏡画像等を表示する表示装置３０Ｂ及び術中のあ
らゆるデータを選択的に表示させることが可能な第２集
中表示パネル３１Ｂが載置されている。
【００１９】また、前記光源装置２７Ｂは照明光を伝送
するライトガイドケーブル３４Ｂを介して第２の内視鏡
３５Ｂに接続され、光源装置２７Ｂの照明光を第２の内
視鏡３５Ｂ（のライトガイド）に供給し、この第２の内
視鏡３５Ｂの挿入部が刺入された患者２０腹部内の患部
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等を照明する。
【００２０】この第２の内視鏡３５Ｂの接眼部には撮像
素子を備えたカメラヘッド３６Ｂが装着され、第２の内
視鏡３５Ｂの観察光学系による患部等の光学像をカメラ
ヘッド３６Ｂ内の撮像素子で撮像し、カメラケーブル３
７Ｂを介してＴＶカメラ装置２６Ｂに伝送し、ＴＶカメ
ラ装置２６Ｂ内の信号処理回路で信号処理して、映像信
号を生成し表示装置３０Ｂに出力して患部等の内視鏡画
像を表示できるようにしている。
【００２１】これら内視鏡用カメラ装置２６Ｂ、光源装
置２７Ｂ及び画像処理装置３９は、第２カート２３に載
置された中継ユニット４０に図示しない通信線を介して
接続されている。また、この中継ユニット４０と前記シ
ステムコントローラ３３とは中継ケーブル４１によって
接続されている。
【００２２】このことにより、前記第２カート２３に搭
載されている前記カメラ装置２６Ｂ、光源装置２７Ｂ、
画像処理装置３９及び前記第１カート２２に搭載されて
いる電気メス２４、気腹装置２５、カメラ装置２６Ａ、
光源装置２７Ａ、ＶＴＲ２８は前記システムコントロー
ラ３３によって集中制御されるようになっている。
【００２３】このシステムコントローラ３３で装置との
通信が成立している場合、前記操作パネル３２の液晶デ
ィスプレイ上に、接続されている装置の設定状態や操作
スイッチなどの設定画面を表示させると共に、所望の操
作スイッチに触れて所定量域のタッチセンサを操作する
ことによって設定値の変更などの操作入力を行えるよう
になっている。
【００２４】なお符号４２は滅菌域にいる執刀医などが
操作する第２集中操作装置としてのリモートコントロー
ラであり、通信が成立して装置の操作をシステムコント
ローラ３３を介して行えるようになっている。また、シ
ステムコントローラ３３には、バーコードリーダ４３が
ケーブル４４により電気的に接続されている。
【００２５】図３を参照して、手術を行う患者に取り付
けるバーコードバンド４５について説明する。プラスチ
ック製の腕時計型のバンド４６の表面には、患者を識別
する番号などの文字列を符号介したバーコード４７が印
刷してある。
【００２６】そして、手術を行う際に患者に取り付けた
バーコードバンド４５のバーコード４７をバーコードリ
ーダ４３により読み取ることにより、患者を識別し、そ
の識別した識別結果の情報から、その患者に関連する画
像データを記憶装置１７で形成したデータベースから検
索して表示装置３０Ａ等に表示できるようにしている。
【００２７】次に、このように構成された第１の実施の
形態の作用について説明する。通常、実際に内視鏡下の
手術を行う際には事前に患部のＸ線写真や、ＣＴ等によ
るＸ線写真を準備し、これらを参考にしながら手術を行
う。そこで、Ｘ線検査室８、及びＣＴ検査室１１にて撮
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影を行い、それらのデータを記録装置４８に患者を識別
する番号と共に記録しておく。
【００２８】手術を行う際には、患者の手首に予め取り
付けられた、図３に示したバーコードバンド４５のバー
コード４７をバーコードリーダ４３で読み取る。システ
ムコントローラ３３は、読み取った患者の番号から、該
当する患者の画像データを通信サーバ１６、通信回線１
８を経由して記憶装置１７から取りこむことが出来る。
この取り込んだ画像データは、術者の必要に応じて表示
装置３０Ａに表示することが出来る。
【００２９】図２における内視鏡手術システム３は、Ｔ
Ｖカメラ装置２６Ａ、光源装置２７Ａ、電気メス２４、
気腹装置２５の各装置の設定を操作パネル３４で操作を
行う。また、これらの設定状況や、気腹装置２５が測定
した患者の気腹圧などの情報を表示装置３０Ａ及び集中
表示パネル３１Ａに表示している。
【００３０】図４を参照して表示装置３０Ａでの表示の
一例を説明する。表示装置３０Ａの領域４９ａには、カ
メラ装置２６Ａが撮影する内視鏡画像を表示する。ま
た、領域４９ｂ、４９ｃ、４９ｄ、４９ｅには、記録装
置１７に記録してあった患者のＸ線画像や、ＣＴ像を必
要に応じて表示できる。
【００３１】術者がリモートコントローラ４２に設けて
ある図示しないスイッチを操作することにより、画像の
種類とその表示する領域を変更することも可能である。
例えば、ＣＴ像を詳細に確認したいときには、ＣＴ像を
領域４９ａに拡大して表示することも可能である。
【００３２】また、手術中に摘出した組織を病理検査室
１３で検査を行う場合にも、検査結果の画像を表示装置
３０Ａの一つの領域に表示させることも可能である。ま
た、同時に音声を通信回線１８を用いて送受信すること
も可能であるので、検査結果の内容を音声で伝達するこ
とが出来る。検査装置１４に検査結果として文字情報を
入力して表示装置３０Ａの一つの領域に表示させること
も可能である。
【００３３】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態によれば、手術を行う患者の様々な画像データ
を患者に取り付けた識別情報を読み取ることで、簡単に
（自動的に）呼び出せるので、事前に準備の時間が省略
できるとともに人手で行うことによる間違いを減らすこ
とが出来る。
【００３４】（第２の実施の形態）次に図５を参照し
て、第２の実施の形態を説明する。図５は第２の実施の
形態の手術システム６０の構成を示したものである。ベ
ッド６１は、患者が載置される寝台部６２と、この寝台
部６２を所定の高さに保持するベース部６３とで構成さ
れており、寝台部６２は上下方向及び傾きを変えること
が出来る。
【００３５】寝台部６２には２個の３次元の位置及び方
位を検出する（３次元位置方位）磁気センサ６４、６５
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が取り付けられている。またベース部６３には、１個の
３次元の位置及び方位を検出する（３次元位置方位）磁
気センサ６６が取り付けられている。これら３個のセン
サ６４～６６は、手術システム本体６７に内蔵されてい
る位置方位検出装置６８に電気的に接続されている。
【００３６】また、ベッド６１に載置される患者に対し
て内視鏡検査を行うためのスコープ６９が設けられ、こ
のスコープ６９は患者の体腔内に挿入される挿入部７０
ａとその後端に設けられた本体部７０ｂからなる。この
スコープ６９の本体部７０ｂの後端面には図示しないイ
メージガイドコネクタ及びライトガイドコネクタが設け
られている。また、スコープ７０はスコープホルダ７１
によって保持されている。
【００３７】また、スコープホルダ７１には（３次元位
置方位）磁気センサ７２が設けられており、信号線によ
り位置方位検出装置６８に電気的に接続されている。ま
た、スコープホルダ７１はアーム７３により保持される
とともに、アーム７３には図示しないイメージガイドケ
ーブル及びライトガイドケーブルが内部に挿入されてお
り、手術システム本体６７内部のＴＶカメラ装置７４、
及び光源装置７５にそれぞれ接続されている。つまり、
スコープ６９は手術システム本体６７内部のＴＶカメラ
装置７４、及び光源装置７５に、各々イメージガイドケ
ーブル及びライトガイドケーブルを介して接続されてい
る。
【００３８】アーム７３は多関節構造となっており、ジ
ョイント７６、７７を動かすことによりスコープ６９の
位置を変えることが出来る。このジョイント７６、７７
の駆動は、手術システム本体６７に内蔵されている駆動
制御装置７８によって行う。なお、駆動方式はモーター
による電動方式のほか、空圧駆動、油圧駆動などを使っ
ても良い。また、駆動制御装置７８は、位置方位検出装
置６８と電気的に接続されている。
【００３９】以上の構成による手術システム６０の作用
を説明する。位置方位検出装置６８は初期状態のベッド
６１及びスコープホルダ７１の位置関係を、磁気センサ
６４、６５、６６、及び７２とから計測し、記憶する。
ベッド６１が移動した場合には、その移動量を検出し、
駆動制御装置７８に移動量を伝達する。駆動制御装置７
８はベッド６１の移動量に応じてアーム７３を移動させ
て、ベッド６１とスコープ６９の位置関係を常に初期状
態と同じく保つ。この時の位置方位検出装置６８の動作
フローを図６に示す。
【００４０】制御を開始すると、最初のステップＳ１
で、現在のベッド６１とスコープ６９の位置関係（距
離）を高さ方向、東西方向、南北方向の３つについて計
算し、初期値Ａｏ，Ｂｏ，Ｃｏとして記録する。
【００４１】その後は、常時位置関係を計測する。具体
的にはステップＳ２、Ｓ３、Ｓ４で高さ方向のベッド６
１とスコープ６９の距離を検出し、その距離データＡ、
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7
東西方向のベッド６１とスコープ６９の距離を検出（計
測）し、その距離データＢ、南北方向のベッド６１とス
コープ６９の距離を検出し、その距離データＣを計測す
る。
【００４２】そしてステップＳ５で、それらの距離デー
タＡ、Ｂ、Ｃとその初期値Ａｏ、Ｂｏ、Ｃｏとをそれぞ
れ比較する。そして次のステップＳ６で、比較結果から
変化の有無を判別し、変化が無かった場合にはステップ
Ｓ２に戻り、変化があった場合には次のステップＳ７に
進み、変化量（変化の差分）を駆動制御装置７８に送
る。駆動装置７８はこの変化量に応じてアーム７３を移
動させて、位置関係が初期状態と同じ状態になるように
制御し、その制御の後、ステップＳ２に戻り、初期状態
を維持するように制御する。
【００４３】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態によれば、ベッド６１にスコープ６９のアーム
７３を固定することなく、ベッド６１の移動に応じてス
コープ６９を移動できるので、セッティングが容易にな
るとともに視野が移動してしまうことがないので、手術
が容易になる。
【００４４】［付記］
１．画像を取得可能な医療検査機器より入力された画像
データを記録する記録手段と、患者の処置部を撮像した
撮像手段が出力する内視鏡画像を表示する表示手段と、
前記患者を識別する識別手段と、前記識別手段の識別結
果に基づき、前記記録手段に記憶された前記患者の関連
画像データを読み出し、前記表示手段に出力する制御手
段と、を具備することを特徴とする手術システム。
【００４５】２．手術を行う患者を識別する手段と、画
像データ記録手段と、内視鏡画像を表示するための表示
手段と、患者の識別結果に従い該当する患者の画像デー
タを前記記録手段から呼び出し、前記表示手段に表示す
る制御手段と、を備えたことを特徴とする医療器システ
ム
３．画像データがＸ線写真及びＣＴ像であることを特徴
とする付記２記載の医療器システム。
【００４６】４．患者を識別する手段が、バーコード及
びバーコードリーダであることを特徴とする付記２記載
の医療器システム。
【００４７】５．手術台と、スコープを所望の位置に保
持するスコープホルダーと、前記スコープホルダー移動
手段と、前記手術台とスコープホルダーの相対位置検出
手段とを備え、前記相対位置検出手段が検出した手術台
とスコープとの位置関係を常に維持するようにスコープ
移動手段を制御する制御手段を備えたことを特徴とする
医療器システム。
【００４８】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、画
像を取得可能な医療検査機器より入力された画像データ
を記録する記録手段と、患者の処置部を撮像した撮像手
段が出力する内視鏡画像を表示する表示手段と、前記患
者を識別する識別手段と、前記識別手段の識別結果に基
づき、前記記録手段に記憶された前記患者の関連画像デ
ータを読み出し、前記表示手段に出力する制御手段と、
を具備しているので、患者を識別した識別結果の情報に
よりその患者に関連する画像データ等を表示手段に表示
でき、手術前等の準備を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の手術システムの構
成を示す全体図。
【図２】手術室内の内視鏡手術システムの構成を示す
図。
【図３】手術の際に患者に取り付けるバーコードバンド
を示す斜視図。
【図４】集中表示パネルでの表示例を示す図。
【図５】本発明の第２の実施の形態の手術システムの構
成を示す図。
【図６】動作説明のフローチャート図。
【符号の説明】
１…手術システム
２，３…手術室
４，５…内視鏡手術システム
６，７…通信コントローラ
８…Ｘ線検査室
９，１２，１４…検査装置
１１…ＣＴ検査室
１３…病理検査室
１５…医局
１６…通信サーバ
１７…記憶装置
１８…通信回線
２２，２３…カート
２４…電気メス
２５…気腹装置
２６Ａ…内視鏡用カメラ装置
３０Ａ…表示装置
３１Ａ…集中表示パネル
３２…操作パネル
３３…システムコントローラ
４３…バーコードリーダ
４５…バーコードバンド
４７…バーコード
４９ａ～４９ｅ…領域
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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